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論文内容の要旨
本論文は，鋼溶接部に発生する再熱割れについて，その割れ感受性評価法を開発するとともに割れ
機構を究明し，割れ防止策の指針を得ることを目的として，実験的研究を行なったものである。本論
文は，緒論(第 1 章) ，本論 6 章および総括(第 8 章)からなっている。
緒論では，本研究の目的ならびに構成について述べている。
第 2 章では，従来の再熱割れに関する研究の把握から再熱割れ感受性評価法の開発と割れ機構の究
明が最重要事項であることを指摘し，本研究の出発点を明示している。
第 3 章では，再熱割れ発生温度領域における鋼のぜい化現象が引張応力によって著しく促進される
ことを明らかにしている。
第 4 章では，応力緩和試験による材料の再熱割れ感受性評価法について検討し，再熱割れ感受性は，
割れ発生時の材料の塑性変形量，ム.p p' で評価できることを明らかにしている。
第 5 章では，冶金学的因子である結晶粒径と組織が再熱割れ感受性におよぼす影響について検討し，
結晶粒径が大きいほど，また，硬化組織になるほど再熱割れ感受性は高くなることを明らかにしてい
る。
第 6 章では，再熱割れ感受性におよぼす不純物元素の影響について検討し，鋼中の不純物元素であ
る P ， S, Sb, Sn, Asの含有量が増すと再熱割れ感受性は高くなることならびにこれらの不純物元素
は再熱処理過程において，粒界近傍の 5 ~10A の領域に偏析し，粒界をぜい弱化することを明らかに
している。さらに，第 3 ， 5 , 6 章で得られた結果に基づいて，組大結晶粒，硬化組織ならびに不純
物元素の偏析にともなう粒界のぜい化現象をとり入れた新しい再熱割れ機構を提唱している。
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第 7 章では，再熱割れの冶金学的防止策について検討し，不純物元素である Tの含有量を低減させ
ることにより，再熱割れを冶金学的に防止できることを立証している。この事実は，第 6 章において
提唱した鋼の再熱割れの新しい機構を支持するものである。
総括では，以上の本論各章で述べた諸成果をとりまとめている。
論文の審査結果の要旨
鋼溶接部の溶接後熱処理過程で発生する再熱割れは 原子力圧力容器等の大形溶接構造物の施工上
解決すべき重要な課題である。本論文は再熱割れの機構をさらに明確にするとともに，その結果に基
づいて割れ防止方策の指針を得ることを目的として，再熱割れ現象を溶接冶金学的見地から論じたも
のである。
すなわち，新たに開発した応力緩和試験による鋼材の再熱割れ感受性評価法を用いて，結晶粒径お
よび変態組織が鋼材の再熱割れ感受性に影響をおよぼすことを明らかにしている。ついで，鋼材にふ
くまれる不純物元素である P， S, Sb, Sn , As は結晶粒界に偏析し，鋼材の再熱割れ感受性を高める
ことを見出している。これらの結果に基づき，粗大結晶粒，硬化組織ならびに不純物元素の偏析にと
もなう粒界のぜい化現象をとり入れた新しい再熱割れの機構を提唱している。さらに，鋼材中の P含
有量を低減させることにより冶金学的に再熱割れを防止しうることを明らかにし 新機構の裏付けと
している。
以上の研究成果は溶接冶金学の発展に寄与するばかりでなく，工業上にも貢献するところが大きい。
よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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